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　今回で44回目を迎
える芸能発表大会。新
役員体制で初めて開
催される事業であり、
高橋市長、村田市議会
議長、保立社協会長を来賓に招いての開会式後、いよい
よ発表が始まった。この日の舞台のために、重ねてきた練
習の成果を存
分に披露できる

よう、出演者の緊張感と熱気が伝わってくる。
　３年前より、「広報みと」にこの大会の一般公開記事を掲
載するようになり、家族や会員の友人、一般の方々の観覧
も増えてきている。芸能発表大会は練習や発表会を観覧
して、クラブに加入する方が多いというクラブの会長さん
の声も聞く。
　「今回は、衣装も趣向を凝らし、演技も質の高い大会だっ
た」との多くの感想が寄せられた。また、何より嬉しかった
のは、どのクラブも限られた楽屋をお互い譲り合い、和気あ
いあいと穏やかな雰囲気であった。“仲間同士がお互いを
思いやり、楽しんで参加できる”これこそが高齢者クラブの
良さであり水戸の自慢である。

　連合会が設立された年
から毎年実施している高
齢者作品展も、今回で54
回目を迎える。
　作品展には、クラブ会
員と市内在住の60歳以
上の一般高齢者が、腕に
よりをかけ、手塩にかけて
制作した力作が出展され
る。

　書、日本画、水墨画、洋画、陶
芸、ちぎり絵、彫刻、写真、手工芸
と、多彩なジャンルにわたり、長
年培ってきた技術と精神を活か
した、見事な作品136点が会場
に並んだ。

　今回は、本展に18年間
欠かさず書を出展してくだ
さっている、会員の塙淳様
94歳(最多出展、最高齢。)
を始め、会員、一般の方から
の初出展も増え、来場者も
昨年を越える544人と、盛
会であった。 

期　日　平成29年６月30日（金）
会　場　茨城県立県民文化センター　小ホール
出場者　29クラブ（地区）295人　応援者41クラブ161人　一般観覧者77人

期　間　平成29年8月3日㈭～8日㈫
会　場　茨城県総合福祉会館　１階　ギャラリー

　出展資格が60歳以上なので、61歳を迎えたと
ころで勇気を持って出展をしました。
　ジャンルは鉄道模型。この分野は、素材は既存
品ですが、それをいかにアレンジして情景を演出す
るかということがテーマになります。また、フルサイズ
のレイアウトではなく、風景を切り取った、A4サイズ
のシーナリーセクションで作成しました。
　情景は、私の好きな福島中通り地方の枝垂桜
の巨木を主人公に、架空の地方私鉄で廃線直前
だという設定です。ところが、ストラクチャーや車両

は早くに仕上がったものの、メインの桜が考えていた以上に大変。枝は0.3ミリの銅線なので、接着
剤が効かず悪戦苦闘。おまけに水痘で入院の破目に陥り、病棟職員の目を盗んで指先をボンドで
べたべたにしながら、なんとか締め切りに間に合わせることが出来ました。
　阿武隈地方の名物・岩の上の大黒様や、丘に立ち並ぶ山神様、二軸気動車をカメラで狙う
「テッちゃん」、買物帰りの母子を迎える旦那さん、花見の酒盛り真っ最中の村人たちと、小さな物
語を秘めた作品に仕上がり、自分では大満足です。でも、見る方にとっては小さいので、困った作品
になってしまいましたが・・・。

初めて作品を出展して 一般　堀口　泰夫

　芸能発表大会参加のため、前年の10月から月２
回の練習を始めました。「衣装は、Ｔシャツよりも着物
のほうが良いのかな。」などと周りからの声があり、ま
た、幸いにも民舞を習っていた方々から着物の寄付
を頂くことができたので、早速「嵯峨野ひぐれて」の
曲に挑戦することになりました。
　練習を始めると、メンバーの半数が初心者でした
ので、扇の使い方、手の動き、足の運びの所作な
ど、覚えるのに大変苦労しました。
　大会当日は濃い目の口紅、帯を一文字にキリリと締めて、はんなり着物美人に変身。舞台に立てた感動と
喜びを噛みしめながら、きっちり舞台を務めることができて、苦労した稽古の成果を披露することができました。
　未熟な私たちではありますが、次回の檜舞台に向けて、皆様の協力をいただきながら、仲間同士楽しんで頑
張りたいと願っています。

日本舞踊に挑戦 三の丸喜楽会第二クラブ　遠藤　弘子

最高齢、最多出品の
塙　淳様の書
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私たちは水戸市高齢者クラブ連合会の活動を応援しています
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　連合会が設立された年
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齢者作品展も、今回で54
回目を迎える。
　作品展には、クラブ会
員と市内在住の60歳以
上の一般高齢者が、腕に
よりをかけ、手塩にかけて
制作した力作が出展され
る。

　書、日本画、水墨画、洋画、陶
芸、ちぎり絵、彫刻、写真、手工芸
と、多彩なジャンルにわたり、長
年培ってきた技術と精神を活か
した、見事な作品136点が会場
に並んだ。

　今回は、本展に18年間
欠かさず書を出展してくだ
さっている、会員の塙淳様
94歳(最多出展、最高齢。)
を始め、会員、一般の方から
の初出展も増え、来場者も
昨年を越える544人と、盛
会であった。 

　今年度は、大会日程が市の戦没者
追悼式と重なってしまい、役員、単位会
長、スポーツ委員、会員の皆様のご理
解とご協力により、予備日なしの当日
一発勝負での実施となった。
　この日のために、スポーツ委員やク
ラブの会長さんたちは、地区の選手調
整やルールの見直し、用具の準備を
行って、経験者も新人も大会を成功さ
せるために心をひとつに頑張った。
　当日は、曇天で10月とは思えないよ
うな低気温の中での開会。来賓をはじ
め選手・応援団は７００名以上となり、
白熱した競技と声援が寒さを吹き飛ば
したのか、午後からは陽も差して、閉会
式までケガ人もなく大成功のうちに終
えることができた。大会運営に当たっ
た方、選手・応援の皆様に心から感謝
したい。

期　間　平成29年8月3日㈭～8日㈫
会　場　茨城県総合福祉会館　１階　ギャラリー

期　日　平成29年10月４日㈬
会　場　水戸市総合運動公園　軟式球場　種　目　ゲートボール、ペタンク、輪投げ、グラウンドゴルフ
参加者　ゲートボール競技　６チーム　37人　　輪投げ競技　　　48チーム　 240人
　　　　ペタンク競技　　  18チーム　60人　　グラウンドゴルフ競技　　　　266人

浜田松一クラブ（浜田）
城東あづま会（城東）
小林長生会（内原）
常磐台福祉会（緑岡）

堀町寿クラブＢ（渡里）
三の丸地区高連Ａ（三の丸）
上中妻地区高連Ｂ（上中妻）
上中妻地区高連Ａ（上中妻）

寿クラブＡ（寿）
開江竹の会（双葉台）
のだはら会Ｂ（石川）
松が丘高齢者クラブＡ（常磐）

加倉井満郎（城東）
木村　泰三（渡里）　　　　
山田　　享（鯉淵）　
平山　文男（上中妻）
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選手宣誓：
藤井ユリ子氏（笠原）

　第２８回スポーツ大会輪投げ部門は、４８チーム２４０人が参加する
なか、寿クラブ輪投げチームが見事優勝に輝いた。私にとっての楽し
みの一つにスポーツ大会の観戦がある。今回も味わうことができ、何
よりの御馳走になった。今回の優勝は、カップと同時に誇りと自信と自
慢も受け取った気がした。ところで、今回の観戦を冷静に振り返って
みると、最初は晴れやかな笑顔で臨んだ選手も、スコアが伸びずやき
もきさせられた試合が多かった。が、不思議なもので、試合ごとに必ず
ラッキーボーイ（ガール）が出現し、逆転のスコアを稼いで、辛くも勝ち
進んだ。選手には分かる「産みの苦しみ」。優勝した瞬間、選手は、生ま
れた我が子を見るように微笑む母親の顔を見せてくれた。稀に見る激
戦、それもピンチに強い仲間意識がお互いを助け合った。日頃の思い

やりの勝利だろうか。ここでも絆の強さを存分に発揮してくれた気がし
た。勝った瞬間の選手の笑顔は実に美しい。感動を頂いた。ところで、
選手たちの気持ちは、早くも「優勝パレードはオープンカーで町内を回
りたい。」と子どもの様に無邪気に冗談を飛ばす有様。思えば前々回
の大会では、応援効果よろしく準優勝。万全を期した前回は「優勝して
ハワイに行こう。」とムードを盛り上げたが結果は3位に甘んじた。今回
は、何故か応援は静かに、と決めていた。結果は見事優勝に輝いた。
その後、水戸市の代表として県大会に参加。強豪５０チームが参加す
る中、寿クラブチームは準決勝に残り、僅差で敗れたが敢闘賞を獲得
した。応援する楽しみは、今でも感動の余韻となって頭にも心にも素晴
らしい思い出をくれた。選手の皆さん、感動をありがとう。

見事 優勝 苦しみに耐えて勝ち取った優勝カップ 観戦記
寿クラブ　会長　富岡　忠
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